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団地居住者の家計に関する一考察
湯　本　和　子
1　はじめに
　戦後，各地に建設された公団住宅には，諸方面から関心が寄せられ，最近
は「団地族」の名称さえ生れている。狭くても合理的な諸設備や，市価にく
らべれば「安い⊥家賃で，若い人々が羨望の目を向ける団地の生活を，家庭
経済面から検討したいとこの研究を行った。
皿　研究方法
　資料には，団地向き新聞「Key」に昭和35年～38年の4力年間に掲載され
た，東京及び近県の公団住宅居住者の家計をもちい，共稼ぎの家計や，ボー
ナス月の家計を除いた平常月について，総理府統計局家計調査の勤労者世帯
（全都市）のそれと比較・検討を行った。
　資料の関係上，収入は可処分所得を用いた。
皿　研究結果
　1，団地家庭の概況
　団地家庭の家族構成は，第1表の通りで，家族人員数では，3人が最も多
く，2人がこれにつぎ，5人家族は極めて少ない。
　家計は，世帯人員数が大きく影響するので，今回は比較を容易にするた
め，3人家族104世帯について検討した。
　3人家族の構成は，一，二の例外を除き，ほとんど，夫婦と幼児であり，
その平均年令は，夫3L　5才　妻27．3才　子供1．8才である。
　夫の職業は大部分が会社員である。
　その収入の分布状態をみると第1図のようで，家計調査家計にくらべると
特に低い層も，特に高い層もないのは，入居資格や，住居の広さが制限され
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ることから，当然の事であろう。
　2．　　　家言十言周査家言†
　本資料の対照として，総理府家計調査の勤労者世帯中，3人世帯（年平均）
　　第1表A．団地家庭の家族人員　　第1表B．団地家族の平均年令
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をとり，平常月（1～11月平均）の収支を求めるため次のような推算を行っ
た。　（勤労者世帯の平均世帯人員は4．2～4．4人程度であるので，団地家計の
家族員数とあわせるため特に世帯人員別の集計から3人世帯をとりだした。）
　　勤労者3人世帯1～11月平均額
　　　鋤潴・人世帯軒顯・勤篭欝墾濯覇難額
　1～11月平均額の中には，夏のボーナスが含まれているので，団地家計の
平常月の収支よりは，やや多くなっていると思われる。
　なお，家計調査の3人世帯の有業人員が1．3人であることも，団地家計と
異なる点である。
　3．　団地家計と家計調査家計の比較検討
各家計の収支の名目金額は，第3表A（団地家計）B（家計調査家計）に，
その実質金額は第2表A（団地家計）B（家計調査家計）の通りである。
　A．総平均よりの検討
　団地家計3人家族104世帯の総平均（実質金額）を，家計調査家計のそれ
と比較すると，第2図のように，団地家計の方が収入が多い。貯蓄額はほと
んど同額であるので，団地の方が僅かながら消費性向が大であるといえる。
第2図団地家計と家計調査家計の収入と支出（実質総平均）
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第2表A．　団地家計の収入と支出（名目金額）
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　両者の大きな差異は，住居費，光熱費，被服費で，団地家計は，住居費，
光熱費が多く，家計調査家計では，被服費が多い。
　「食物費」は，団地の方が僅かに多く，穀類費の割合は少ないので，団地
家計の食事の方が，栄養的にすぐれていると推定される。
　しかし消費単位当りの食物費を算出すると3，860円で，厚生省の健康食物
費4，100円余（昭和27年の消費単位当り3，500円を，CPI（食料）で昭和35年
値に換算したもの）より少ない。家計調査家計の消費単位は不明であるが
団地家計が前述のように夫婦と幼児の家族構成であるのでそれよりも多くて
も，少ないことはないと推定されるから，消費単位当り食物費は団地より，
さらに少ないといえる。食物費は，その金額が多くても必ずしも栄養的にみ
たされているとは云えないが，金額があまり少なくては，栄養所要量をまか
なうことはできない。
　「住居費」は団地家計は消費支出の19％弱であり，家計調査家計より金額
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第2表B．　家計調査家計の収入と支出（名目金額）
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では70％多く，その大部分が家賃である。家計調査家計は，「家賃，地代」
より「家具什器費」の方が多くなっている。試みに借家世帯の住居費の割合
を，家計調査（東京）についてみると第4表のようで，構成比では，対照の
家計調査3人世帯のそれと大差がなく，家計調査家計は戦後のきびしい住宅
難，家賃・地代統制の影響などがあらわれた，異常な状態をみせているよう
である。戦前，東京における家計調査（借家世帯）の住居費は17％内外であ
ったことと比較すれば，公団住宅の家賃は，戦前の借家なみといえよう。
　「光熱費」は金額でも，消費支出構成比でも，団地家計の方が50％余り多
いが，これは媛房，冷房の設備や，電化，便利な燃料の利用などが行われて
いるためと思われる。
　「被服費」は，団地家計では家計調査家計の1ん以下で（従って，消費支
出に占める割合も第2図にみられるように極めて少ない。）収入が増すにし
たがって被服費が増加するという社会の一般的現象とは異っている。わが国
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第3表A，団地家計の収入と支出（実質金額）
（単位；円）
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第3表B，家計調査家計の収入と．支出（実質金額）
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では，食物費を節してまで，被服費に支出すると云われるのとは，対照的な
存在である。
　このように団地家計で，特に被服費が少ない原因としては，
（1｝被服費は第3図のようにボーナス期に多く支出される傾向があるが，本
資料には，ボーナスが一切含まれていないこと。　（家計調査家計には，夏の
ボーナスが含まれている。ただし昭和37年家計調査によると，夏期ボーナス
の使途中，被服費に使用されたのは，2，315円であるから，1月当りにする
と210円程度である。）
（2｝夫妻の年令からみて，結婚時に求めたもので間に合い，まだ多額の被服
費を必要としないであろうこと。
（3）団地の便利な設備で，生活時間にゆとりがあり，自分で制作したり，手
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入れしたりすることによって，安価につくこと。
（4）団地生活による，収納場所の関係で，被服所持数に制限を受けること。
などが考えられる。
　「雑費」については，団地家計の方が，金額的には多いが，消費支出構成
上は大差がない。この費目の中には，生活態度を知る手がかりとなる費目も
あるが，各家庭の分類法がまちまちで，比較検討を加えられなかったことは
残念である。
　B，年次別の検討
　「収入」については，各年とも団地家計の方が上まわっているが，収入
（Y）の，年（X）にもとつく回帰直線を求めると第4図のようである。実
質金額についてみると，その伸びは緩慢となる。
　「消費支出」は，各年とも名目，実質ともに団地家計の方が多く，消費性
向も一般に大であるといえる。
　「食物費」は各年とも，名目，実質とも，団地家計の方が多い。家計調査
家計のエンゲル係数が，年々減少の傾向がみられるのに反し，団地家計で，
38年に，エンゲル係数が増加しているのは，団地家庭がいたずらにエンゲル
係数にとらわれず，実質的に食生活を経営している態度がうかがえる。、
　「住居費・光熱費」については，各年とも，総平均でみたのと同じ傾向で
ある。ただし，団地家計の家賃は公団住宅の性質上，その騰貴が他の費目に
くらぺて緩慢であると考えられ，住居費は，消費支出に対する割合が35年の
20．3％から次第に減少している傾向も見られる。
　　「被服費」についてみると，家計調査家計の被服費は実質金額においても
年々，僅かながら増加しているが，その構成比にはほとんど変化がない。し
かし，団地家計では，常に家計調査家計より少なく，構成比をみると光熱費
の占める割合よりさらに少ないという特別な状態を呈している。
VI　ま　と　め
　団地居住3人家族の家計104例を検討した結果，次の結論を得た。
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第4図収入（Y）にもとずく年（X）の回帰直線
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（1）団地家計の収入は，25，000円～40，000円層が最も多く，家計調査家計よ
りはやや高額である。
（2）団地家計は，一般に平均消費性向は高いが，4年間の消費支出の伸びを
実質金額でみると，家計調査家計より少ない。
（3）日本人の一部に見られる「食ぺずに貯める」「食ぺずに着る」傾向は少
なく，食事の内容にも関心を持った食生活が行われていると見られる。
㈲　住居費は消費支出の20％弱で，借家家計としてはやむを得ない負担であ
ろう。
（5）団地家計の光熱費の多い事は，照明・温度調節・電化等，快適な生活を
営んでいるためかとも思われる。
（6）被服費に対する支出が非常に少ないが，一般に若年層家計であったこ
と，サラリーマン家計が多かったことを考えると，団地家計としての特色に
ついては，さらに検討を加える必要があると思われる。
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　わが国では，外国にくらぺて貯蓄心が強く，生活費を節約しても貯蓄しよ
うとする傾向があるが，以上の団地家計をみると，現在の生活にウエイトを
おいた近代的生活態度がうかがえた。　　　　　　　　　　（本学講師）
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